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鍋
や
包
了
、
住
宅
か
ら
大
学
の
新
設
学
部
の
名
称
ま
で
、
「
文
化
」
の
語
は
、
日
常
の
そ
こ
か
し
こ
に
見
受
け
ら
れ
る
。
最
近
公

表
さ
れ
た
新
し
い
学
習
指
導
要
領
も
、
国
語
科
書
写
、
芸
術
科
書
道
と
も
に
、
書
の
文
化
の
重
視
を
諮
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ

う
し
た
「
文
化
」
の
汎
用
に
鑑
み
る
時
、
本
書
が
安
易
に
そ
れ
に
乗
じ
て
い
る
か
の
印
象
を
与
え
か
ね
な
い
の
は
、
い
か
ん
と
も
し

仔
杭

1

0

骨
帥
宍

}
V

とがき

そ
も
そ
も
文
化
と
は
、
ど
こ
か
得
体
の
知
れ
な
い
代
物
で
あ
る
。
こ
の
語
の
汎
用
も
、
そ
の
漠
然
と
し
た
捉
え
ど
こ
ろ
の
な
さ
と

表
裏
で
あ
ろ
う
。
国
定
化
さ
れ
た
既
存
の
「
ハ
イ
カ
ル
チ
ャ
ー
」
だ
け
が
文
化
で
は
な
い
。
昨
今
の
新
興
「
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
」
の

浮
沈
や
変
幻
自
在
ぶ
り
は
、
文
化
が
常
に
可
変
的
・
流
動
的
な
存
在
で
、
さ
ら
に
そ
の
根
底
に
混
沌
と
し
た
未
定
型
の
知
が
湧
き
か

え
っ
て
い
る
こ
と
を
予
測
さ
せ
る
。
し
か
も
、
時
代
の
波
に
乗
る
新
し
い
文
化
は
、
出
来
の
ハ
イ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
あ
り
方
に
も
、
刻
々

と
影
響
を
与
え
る
。
本
書
で
み
て
き
た
と
お
り
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
書
は
歴
史
的
に
確
固
と
し
た
地
位
を
占
め
た
一
領
域
で
は
あ
っ
た
が
、
旧
来
そ
の
存
在
は
、
し
ば
し
ば
「
小
道
」
と

か
「
余
技
」
と
称
さ
れ
、
む
し
ろ
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
色
合
い
が
強
か
っ
た
。
出
来
、
書
の
中
心
的
な
担
い
手
は
、
い
わ
ゆ
る
「
文

人
」
で
あ
り
、
彼
ら
は
経
書
や
史
書
に
通
じ
、
詩
文
に
堪
能
で
、
何
よ
り
も
優
れ
た
為
政
者
た
る
べ
く
官
途
を
志
し
た
。
文
人
官
僚

に
お
け
る
余
技
と
し
て
の
書
の
あ
り
方
は
、
中
村
伸
夫
氏
の
「
中
国
近
代
の
書
人
た
ち
』
(
二
玄
社
二

0
0
0年
)
「
序
に
か
え
て
」

に
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
彼
ら
文
人
の
優
れ
た
筆
跡
は
、
自
身
の
豊
穣
な
教
養
の
余
滴
で
あ
り
、
書
は
そ
の
余
技
性
に
よ
っ
て
、

広
汎
な
文
人
教
養
の
象
徴
と
し
て
機
能
し
た
。

さ
て
、
欧
化
と
並
行
し
て
王
朝
官
僚
制
が
瓦
解
し
た
近
代
、
書
は
「
純
中
国
的
な
文
化
現
象
の
孤
塁
」
(
中
村
氏
)
と
な
り
、
そ

あ229 
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の
命
脈
の
保
持
は
、
以
前
の
文
人
官
僚
と
は
異
な
る
新
し
い
知
識
人
に
委
ね
ら
れ
て
ゆ
く
。
本
音
一
自
に
登
場
し
た
主
人
公
を
み
る
と
、

道
光
期
の
恵
兆
壬
は
暮
年
ま
で
官
に
就
い
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
経
振
一
玉
は
辛
亥
革
命
以
後
も
満
州
国
に
仕
え
る
な
ど
し
た
が
、
羅

よ
り
約
十
歳
下
の
顧
婆
光
は
革
命
を
郊
に
官
途
を
放
棄
、
羅
と
同
世
代
の
呉
隠
は
当
初
か
ら
驚
芸
に
専
念
し
、
顧
と
ほ
ぼ
向
年
の

て
き
ほ
う
け
人

秋
楳
賢
も
、
宮
仕
え
と
は
無
縁
に
事
業
を
展
開
し
た
。
こ
の
例
一
つ
を
と
っ
て
も
、
文
化
の
担
い
手
の
推
移
は
如
実
に
辿
る
こ
と
が

で
き
る
。
し
か
し
、
お
の
お
の
の
立
場
は
異
な
っ
て
も
、
彼
ら
に
旧
来
の
文
人
部
一
の
教
養
が
一
貫
し
て
備
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
改
め

て
説
く
ま
で
も
な
か
ろ
う
。
彼
ら
に
と
っ
て
は
、
書
が
背
後
に
潜
む
総
合
的
な
文
人
教
養
と
不
可
分
の
存
在
で
あ
る
こ
と
は
、
理
の

当
然
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

た
だ
、
新
た
な
る
書
文
化
の
波
に
乗
じ
た
書
は
、
次
第
に
そ
の
余
技
性
を
失
っ
て
い
っ
た
感
が
あ
る
。
本
書
で
み
た
よ
う
な
専
業

的
な
社
団
の
組
識
や
、
高
等
教
育
に
お
け
る
教
科
化
、
メ
デ
ィ
ア
上
の
コ
ン
テ
ン
ツ
化
が
進
む
に
つ
れ
、
書
は
筆
墨
の
技
芸
に
特
化

さ
れ
、
基
盤
と
し
て
の
総
合
的
な
文
人
教
養
は
、
後
景
に
退
く
よ
う
に
映
る
。
も
と
よ
り
、
そ
こ
に
は
意
識
的
に
余
技
牲
を
相
対
化

し
、
脱
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
を
旗
織
と
し
て
、
書
の
純
芸
術
性
を
追
究
す
る
動
き
も
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
れ
は
、
正
当
に
評
備
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
し
た
内
在
的
な
動
き
の
一
方
で
、
新
文
化
の
側
に
も
、
書
の
み
な
ら
ず
諸
々
の
文
人
教
養
の
分
化
・
純
化
を

促
す
側
面
が
あ
っ
た
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。

杉
村
邦
彦
氏
は
、
画
に
「
文
人
画
」
の
ジ
ャ
ン
ル
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
に
相
当
す
る
「
文
人
書
」
の
語
が
書
に
備
わ

ら
な
い
こ
と
を
例
に
、
文
人
と
書
の
緊
密
な
結
び
付
き
の
自
明
を
説
き
つ
つ
、
「
文
化
の
あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
に
わ
た
っ
て
専
門
化
、

分
業
化
、
細
分
化
が
深
ま
り
つ
つ
あ
る
現
代
、
博
学
多
芸
を
理
想
と
し
た
か
つ
て
の
「
文
人
」
の
よ
う
な
存
在
は
影
を
ひ
そ
め
、
不

可
能
に
近
く
な
っ
て
い
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
(
「
中
国
書
法
史
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』
「
序
論
」
世
界
思
想
社
二

O
O
二
年
)
。ひ

ら

こ
う
し
た
現
下
、
徒
に
文
人
呂
帰
と
い
う
短
絡
的
な
保
守
論
を
弄
し
て
も
、
来
る
べ
き
新
書
文
化
の
到
来
に
対
し
、
何
ら
展
望
は
拓

け
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
新
文
化
の
担
い
手
が
実
は
旧
来
の
伝
統
の
継
承
者
で
あ
っ
た
と
い
う
、
本
書
の
事
例
の
数
々
は
、
「
は
し
が
き
」



夫
、，ー

に
述
べ
た
伝
統
と
革
新
の
共
存
や
、
グ
ロ

i
カ
リ
ズ
ム
の
問
題
と
相
ま
っ
て
、
や
は
り
示
唆
的
で
あ
る
と
怠
わ
れ
る
。
こ
れ
に
関
連

し
て
、
最
後
に
、
松
村
茂
樹
氏
が
論
ず
る
近
代
芸
苑
の
巨
匠
・
呉
昌
碩
と
そ
の
弟
子
・
越
子
雲
の
関
係
に
つ
い
て
(
吋
近
代
中
国
の

文
化
人
と
書
』
「
越
子
雲
」
研
文
出
版
二

0
0
0
年
)
少
し
く
紹
介
し
、
本
書
の
欠
を
補
い
た
い
。
氏
に
よ
れ
ば
、
呉
は
「
詩
書
画

ひ
さ

印
四
絶
の
文
人
気
質
を
持
」
ち
、
そ
れ
を
習
い
だ
専
業
芸
術
家
で
あ
り
、
「
そ
の
函
に
自
ら
の
詩
情
を
盛
り
込
む
こ
と
を
重
視
」
し
、

つ
屈
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
尊
重
」
し
た
と
い
う
。
こ
れ
に
対
し
、
呉
の
代
作
に
励
ん
だ
越
は
「
オ
ワ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
よ
り
も
師
風
追

随
の
方
が
大
切
」
で
あ
り
、
そ
こ
に
「
偉
大
な
る
師
の
弟
子
で
あ
る
と
い
う
誇
り
」
を
抱
い
て
い
た
と
さ
れ
る
。

以
上
の
例
は
、
本
書
で
は
扱
わ
な
か
っ
た
作
家
・
表
現
者
に
焦
点
を
当
て
た
も
の
だ
が
、
急
速
な
市
場
経
済
の
発
展
を
背
景
と
し

た
驚
芸
は
、
や
は
り
新
文
化
の
一
つ
と
言
っ
て
よ
く
、
そ
し
て
皮
肉
な
こ
と
に
、
文
人
書
面
家
の
形
骸
を
追
う
代
作
・
贋
作
の
横
行

も
、
童
図
面
市
場
文
化
か
ら
派
生
し
た
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
と
い
い
得
る
。
こ
う
し
た
形
骸
追
槌
の
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
が
、
種
々
の
書
文

化
に
わ
た
り
席
捲
し
か
ね
な
い
と
す
れ
ば
、
事
は
見
過
ご
せ
な
い
。
本
書
の
、
王
人
公
た
ち
は
、
伝
統
的
教
養
を
基
盤
に
、
却
っ
て
オ

リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
溢
れ
る
新
書
文
化
を
餅
出
し
た
。
彼
ら
の
伝
統
と
は
、
狭
隆
な
書
芸
術
に
限
定
さ
れ
な
い
、
広
汎
な
知
の
体
系
で

あ
る
。
そ
れ
ら
の
自
由
な
絡
み
合
い
が
、
清
新
な
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
を
自
ず
と
醸
成
し
て
い
っ
た
と
い
え
よ
う
。
向
後
の
書
文
化

に
対
す
る
、
本
書
の
さ
さ
や
か
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
。

さ
て
、
以
下
に
各
章
の
初
出
を
記
し
て
お
く
(
[
〕
内
は
本
書
対
応
章
)
。

・
「
昆
ハ
憾
の
西
冷
印
社
創
立
前
夜
i
法
帖
制
作
を
介
し
た
交
流
l

」
(
吋
新
書
鑑
』
コ
一
三
八

1
三
四
三
号
新
書
鑑
編
集
部
二

O
O
三
1

0
四
年
)
[
第
一
章
〕

・
「
初
期
西
冷
印
社
と
近
代
美
術
社
団
」
(
「
中
国
近
現
代
文
化
研
究
』
六
号
中
国
近
現
代
文
化
研
究
会
一
一

O
O
三
年
)
〔
第
一
章
〕

・
「
『
清
稗
類
紗
』
鑑
賞
類
・
法
書
関
連
条
の
典
拠
に
つ
い
て
i

有
正
書
局
印
行
物
と
の
比
較
対
照
を
中
心
に
i

」
(
『
一
一
一
一
口
文
』
四
九
号

福
島
大
学
国
語
学
国
文
学
会
二

O
O
二
年
)
〔
第
二
章
〕

・
「
有
正
書
局
の
法
書
出
版
に
つ
い
て
」
(
「
中
国
近
現
代
文
化
研
究
』
五
号
中
国
近
現
代
文
化
研
究
会
二

O
O
二
年
)
〔
第
二
章
〕

がとあ231 
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-
「
法
量
一
回
出
版
研
究
序
説
」
(
ウ
一
一
一
口
文
」
五

O
号
福
島
大
学
国
語
学
国
文
学
会
二

O
O
三
年
)
〔
第
二
章
〕

・
「
顧
笠
光
「
童
日
法
源
流
論
」
浅
説
i
上
海
美
専
に
お
け
る
幻
の
金
石
書
学
講
義
録
i
」
(
ウ
一
一
一
同
文
』
呂
八
号
福
島
大
学
国
語
学
国
文

学
会
二

O
O
一
年
)
(
第
三
章
〕

・
「
羅
振
王
が
額
獲
光
に
与
え
た
尺
臆
」
(
富
田
論
」
三
二
号
書
論
編
集
室
二

O
O
一
年
)
[
第
一
子
四
章
〕

・
「
恵
兆
壬
吋
集
帖

E
』
考
i
中
国
国
家
図
書
館
蔵
本
を
中
心
に
l

」
(
室
田
法
漢
学
研
究
竺
ニ
号
書
法
漢
学
研
究
会
二

O
O
八
年
)
〔
第

五
章
〕

・
「
清
末
に
お
け
る
尺
臆
集
の
刊
行
」
(
室
田
論
」
三
八
号
書
論
編
集
室
二

O
O
八
年
)
[
終
章
〕

こ
の
う
ち
「
恵
兆
壬
宕
宋
帖
自
』
考
」
は
、
平
成
一
九
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
(
基
盤
研
究

(C))
「
中
国
近
代
書
論
の
文
献

学
的
研
究
」
(
課
題
番
号
一
九
五
二

O
二
八
九
)
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

本
帯
一
一
日
は
、
恩
師
・
中
村
伸
夫
先
生
の
上
掲
書
、
そ
し
て
先
輩
で
あ
り
中
国
近
現
代
文
化
研
究
会
同
人
の
松
村
茂
樹
氏
の
上
掲
書
の

後
塵
を
拝
し
、
「
近
代
中
国
の
盛
一
一
回
」
を
論
じ
た
第
三
弾
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
内
容
が
伴
わ
な
い
こ
と
に
惟
促
た
る
思
い

が
あ
る
。
再
氏
を
は
じ
め
、
こ
れ
ま
で
お
導
き
い
た
だ
い
た
方
々
に
心
か
ら
感
謝
・
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
に
応
じ
得
な
い
非

力
を
深
く
塊
じ
る
。

な
お
、
本
書
は
筑
波
大
学
出
版
会
、
丸
善
プ
ラ
ネ
ッ
ト
株
式
会
社
の
ご
高
配
に
よ
り
上
梓
に
至
っ
た
。
装
績
に
は
、
回
中
佐
代
子

氏
の
ご
助
力
を
賜
っ
た
。
関
係
の
各
位
に
も
、
こ
の
場
を
借
り
て
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
る
。

二

O
O
九
年
初
秋

菅
野
知
日
明
識
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